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4ポート回路網を用いた屋内配電線から放射される磁界強度解析法

三吉 金吾I 桑原 伸夫Ia) 秋山 佳春日 田島 公博II

AnalysisMethodofRadiatedMagneticField丘･omIndoorACMainsLine
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あらまし 近年,ホームネットワークの需要が高まり,新たに伝送路を敷設する必要がない有線通信として電

力線通信が注目されている.しかし,配電線からの放射電磁界が他の通信に影響を与える可能性が懸念されてお

り,放射電磁界強度を評価する必要がある.しかし,大地面を含む信号伝搬特性の精密な解析方法や分岐を含む

配電系から放射される電磁界解析方法が明らかになっていない.本論文では,屋内配電線を2導体と大地からな

る4ポート回路網の縦続接続で表してコモンモード電流を求め,この値を用いて放射磁界強度を求める方法につ

いて検討している.解析にあたっては,有限要素法と測定値を用いて導体聞及び導体とグラウンド間のアドミタ

ンスを求めることにより,コモンモード電流解析精度の改善が可能であることを示した.また,解析モデルの妥

当性を評価するため,電波暗室内で長さ4mのケーブルを用いて評価を行った結果,解析値と測定値の差は4dB

以内となり,この解析モデルにより分岐のない 1本のケーブルからの放射磁界強度を解析できることが分かった.

次に,分岐を有する簡易配電線モデルに対して本解析手法を適用した結果,放射磁界強度の解析結果と測定結果

はほほ一致し,本解析手法が,電子機器が接続されかつ分岐を有する配電線からの放射磁界強度の解析に有効で

あることが分かった.

キーワード 電力線通信,屋内配電線,放射磁界,4ポート回路網

1. ま え が き

近年,ADSLやFTTHなどに代表される高速アク

セスネットワークが整備され,今後は,家庭内のあら

ゆる家電機器等がインターネットに接続されるホーム

ネットワークの発展が予想される.ホームネットワー

クを実現するための信号伝送媒体として,無線,UTP

ケーブルなどが考えられるが,最近,屋内配電線を利用

する電力線通信 (PLC:PowerLineCommunication)

が注目されている川.

PLCには,既設の屋内配電線 を伝送路 として使用

できるためインフラ整備に必要な初期コス トが不要で,
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家庭のどこからでもネットワークに接続可能である等

の利点があるが,屋内配電線は本来高周波信号の伝送

を目的として設計されていないため,配電線からの放

射電磁界が無線通信や有線通信に影響を与えることが

懸念されている[2日3ト
こうした背景から,配電線からの放射電磁界の検

討[2ト【4],配電線の平衡度の検討 【5],[61,通信信号の

漏えい低減法の検討[7],誘導結合や伝導結合により
UTPケーブルを使用する有線通信に与える影響の検

討 囲,[9]等が行われている･

放射電磁界に関しては既にモーメント法を用いた解

析が行われているが 【4】,配電線に使用されている絶縁

体の影響や,端末に接続されている電子機器の取 り扱

いが困難であるという問題点がある.そこで,伝送損

の小さいUTPケーブルについては,ワイヤグリッド

にコンデンサ等を挿入することにより模擬する方法が

提案されているが【101,伝送損の大きい配電用ケーブ

ルについては伝送損 も考慮する必要があり,解析法は

明らかになっていない.
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図 7 コモンモード入力インピーダンスの測定系

Fig7 Experlmentalsetupformeasuringcommon-
modeinputimpedance.
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図 8 コモンモード入力インピーダンスの測定値と解析催

Fig.8 Measuredandcalculatedvaluesofthe
common-modeinputlmpedance.

示す.測定は長さ7m,幅 6,2m の金属グラウンド面

上に,長さ4m のW Fケーブルを高さ5cm に配置

して行った.ケーブル片端の導体聞及び1導体とグラ

ウンド間に抵抗を接続し,他方のケーブル端よりみた

導体聞及び各導体とグラウンド間の入力インピーダン

スから7T型等価回路を求め,文献【5】に記載された方
法によりコモンモード入力インピーダンスを求めた.

このとき,インピーダンスの測定にはインピーダンス

アナライザ及びインピーダンスプローブ (HP41941B)

を用い,プローブをケーブルに接続するためにバラン

を使用した.バランの影響に関しては,インピーダン

スアナライザの校正機能を使用して,バラン平衡端子

側でオープン及びショートの校正を行うことにより補

正を行った.解析では図 1のモデルを用い,ケーブル

部分については前章で決定した解析モデルを,受信端

については文献【5]の方法により求めた2ポート回路
網を適用した.

コモンモード入力インピーダンスの測定結果を図 8

に示す.縦軸はコモンモード入力インピーダンスの絶

対催で,○は測定値,実線は絶縁体の影響を考慮して
数値解析により求めた静電容量を用いたときの解析
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図 9 放射磁界強度の測定系

Fig.9 Experimentalsetupformeasuringradia.ted
magneticfield.

値,破線は絶縁体の影響を考慮せず空間全体を等価的

な誘電体に置き換えて理論式により求めた静電容量を

用いたときの解析値【5】である･図から分かるように,

数値解析により求めた静電容量を用いた場合,0.3-

30MHzの範囲で測定値とよく一致しているが,理論

式により求めた静電容量を用いた場合は誤差が大きい.

したがって導体とグラウンド間の静電容量を数値解析

で求めることにより,コモンモード電流の解析精度が

大きく改善されることが分かる.なお,Egl8において

10MHz付近及び18MHz付近でコモンモード入力イ

ンピーダンスの値が極小値を示しているのは,ケーブ

ル導体と大地で構成される伝送路の共振に起因するも

のと考えられる.

有限要素法は誘電体を含む静電容量やコンダクタン

スの解析に有効であることは広く知られている.しか

し,解析を行うためには材料の情報が必要である.ま

た,これまでの計算精度劣化の原因がこれらの解析精

度不足によるものであることは確認されていなかった.

2.及び本節で示された結果は,(1)線間アドミタンス

の測定結果と有限要素法解析結果を比較しこれらがよ

く一致する材料定数を選ぶことにより導体と大地間の

アドミタンスも高い精度で解析可能となること.(2)解

析精度の劣化原因は導体と大地間のアドミタンスの解

析精度不足が明らかになったことを示している.

3.2 放射磁界強度

放射磁界強度の測定系を図9に示す.実験では,長さ

7m,幅6.2m,高さ5.9m で周波数帯域が30MHz-

10GHzの電波半無響室を使用し,長さ4m のVVF

ケーブルを高さ5cm に配置し,送信端末の代わりに
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平衡端子側のインピーダンスが100rZのバランを接続
し,受信端は図 9と同様に抵抗で終端している.配

電系の平衡度が放射電磁界に影響することが報告さ

れているので[2日4],ここでは,片方の導体とグラウ

ンド間の抵抗を1500,1kr2,3krZと変化させてい

る.このとき,平衡度を表す指標の一つであるLCL

(LongitudinalConversionLoss)[5】は周波数特性を

有するが,低い周波数でのおよその債は,1500の場

合でLCL-20dB,1krZの場合でLCL-30dB,

3krZの場合でLCL=40dBである.解析ではバラ

ンの2ポート回路網のパラメータと信号源の値は,文

献【121に従い3ポー トのSパラメータ測定値より決

定した.これにより,バランの不平衡端子 (一次)側

に,あるレベルの信号が印加されたときの磁界強度を

求めた.

磁界強度はループアンテナ (ローデシュワルツ

EFH-Z2)を用いて,アンテナ中心とケーブル間の

水平距離 1m,床面からアンテナの中心までの高さ

0.6mの位置で測定 した.ネットワークアナライザ

(HP8753D)の出力ポートをバランの不平衡端子に接

続し,入力ポートをループアンテナの出力端子に接続

してS21を測定している.測定周波数は0.3-30MHz

である.測定ではこの S21【dB]より,同軸ケーブルの

損失 (LcableldB]),アンテナファクタ(AFldB])を用

いて,式(5)より磁界強度(HldBFLA/m])を求めた.

H-ILL+S21+LcabLe+107+AF (5)

ここで,107[dB]は,500系における電力 【dBm]と

電圧 【dBFLV]の変換係数,PlnldBm]はネットワーク

アナライザの出力である.

なお,同軸ケーブルの損失は測定値を,ループアン

テナのアンテナファクタはカタログに掲載されている

電界強度のアンテナファクタを自由空間のインピーダ

ンスで割った値を適用した.

ケーブル近傍では磁界分布は複雑に変化するのでT,

y,Zの各成分を測定する必要がある.しかし,図9に

示したようにケーブルに対して左右対称の位置にアン

テナが設置されているので,ケーブル方向の磁界は理

論上非常に小さくなる.そこで,アンテナのループ面

がケーブルに対して平行となる場合と,ループ面がグ

ラウンドに対して平行になる場合について磁界強度を

測定し,その合成磁界強度を求めて評価を行った.

放射磁界強度の測定値及び解析値の比較を図 10に

示す.この図で,測定値はネットワークアナライザの
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図 10 放射磁 界強度の測定値と解析値の比較
Fig.10 Comparisonofmeasuredandcalculated

valueofradiatedmagneticGeld.

出力がOdBmのとき,解析値はバランの不平衡端子

の入力レベルがOdBmのときの放射磁界強度を示し

ている.ネットワークアナライザとバランを接続する

ケーブルの損失は0.5dB以下のため両者に大きな違い

はないので補正は行っていない.なお,出力レベルは

スペクトルアナライザ (AdvantestR3172)を用いて

確認した値である.0は導体とグラウンド間の終端イ

ンピーダンスが1500の場合,△は1kOの場合,口

は3kmの場合の測定結果,実線,破線はそれぞれに

対応する解析結果である.図から分かるように,LCL

の値にかかわらず測定値と解析値はよく一致しており,

偏差は最大4dBである.

このことは,2.に示した解析モデルを用いて,放射

磁界強度の計算が可能であることを示している.また,

1MHz付近では,放射磁界強度はLCLによってほと

んど変化しないことが分かる.これは周波数 1MHz

以下の入力インピーダンスが高くコモンモード電流値

が小さいため,LCLの変化に伴うコモンモード電流

の変化が現れにくいことが原因であると考えられる.

4.複数の分岐をもつ配電線からの放射磁
界強度

前章において本論文の解析手法が単純なモデルに対

して適用可能であることを示した.しかし,実際の屋

内配電系には多数の分岐や折れ曲がりが存在する.こ

こでは図 1の回路モデルを用いて,四つの分岐をもつ

配電線からの放射磁界の解析を行った.

4.1 分岐のある配電系モデルの解析法

本論文で検討した屋内配電系モデルを図 11に示す.

これは床面積40m2程度の集合住宅における屋内配電

線の1分岐を模擬しており,本線から四つのコンセン
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図 11 四つの分岐をもつ屋内配電系モデル

Fig.ll IndoorACmainslinemodelwithfour
branches.

トが分岐し,それらに合計5台の電子機器 (CDプレ

イヤー,炊飯器,電子レンジ,冷蔵庫及び扇風機)が

接続されている【5]･各電子機器は,停止状態での入力
インピーダンス測定値より求めたL,C,Rで構成さ

れる回路【5]で模擬し,公衆配電網は擬似電源回路網

(AMN)【16]で模擬した.また,各電子機器とAMN

間は地上高 0,05m に配置したW Fケーブルにより

相互に接続されている.

測定では図 11に示すモデルを長さ29m,幅 15m,

高さ9m の電波半無響室内の金属グラウンド面上に配

置し,AMNをバランで置き換え,ネットワークアナラ

イザの出力ポートをバランの不平衡端子に,入力ポー

トをループアンテナの出力端子に接続して,x,y,Z成

分を測定しその合成磁界強度を求めた.ループアンテ

ナ中心のグラウンド面からの高さは0.6m とし,図 11

に示すように1m おきにアンテナを移動させて測定を

行い,測定点間を補間して磁界強度分布を求めた.

解析は図 11のモデルについて,配電線の4ポート

回路網を2.に示す方法で求め,電子機器やAMN は

文献【5】の方法により求めた･コモンモード電流分布
の解析方法を図 12に示す.コモンモード電流分布は

文献【5】に示す方法により,分岐のない線路に変換す

ることで求められる.しかし,この方法では1本の分

岐の電流しか求めることができない.そこで,図 12

に示すように,図 11のモデルを五つのルートに分け

てコモンモード電流を求めた.この場合,例えばルー

ト1について見ると,本線の負荷側及びその他の分岐

は,ルート1に接続された負荷インピーダンスとして

取り扱う.各ルートで重複している部分については,

どのルートを選んでも原理的には同じコモンモード電
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図 12 分岐のある配電線のコモンモード電流計算方法

Fig･12 MethodofcalculatingCOmmOn一mOdecur-
rentonindoorAC mainsllnemodelwlth
branches.
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図 13 10MH21における放射磁界強度分布

Fig.13 RadiaLtedMlReldstrengthdistributionat
lOMH2;.

流が得られるので,いずれかの値を使用できる.こう

して得られたコモンモード電流分布より,図 12の各

観測点における磁界強度のx,y,Z成分を求め,それ

らを用いて合成磁界強度を求めた.

4.2 磁界強度分布の解析結果

磁界強度分布の測定結果を図 13(a)に,解析結果を

図 13(b)に示す･多くの周波数において検討を行った

が,ここでは検討例として 10MHzの場合を示してい
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る.国中で黒い太線はケーブルの位置を示している.

図に示したように,一番下の分岐付近を除いては,刺

定値と解析値はほほ一致しており,4ポート回路網を

用いた解析方法により,分岐のある配電系からの放射

磁界強度が解析可能であることが分かる.

分岐を有する線路の解析方法を明らかにすることは,

一般的な配電網から放射される電磁界の解析に必要で

あるが,これまで,4ポート回路網を用いた解析法に

ついては,(1)コモンモード電流を高い精度で解析で

きなかった,(2)分岐を有する回路網のコモンモード

電流解析方法が明らかになっていなかった等の問題点

があり,精度の高い放射磁界強度の解析ができなかっ

た.検討の結果,コモンモード電流の解析精度劣化原

因は導体聞及び各導体と大地間のアドミタンス値の精

度不足によるものであり,この修正を行えば,直線の

線路では放射磁界強度の測定値と解析値の偏差が4dB

以内で得られることが分かった.また,分岐ごとに4

ポート回路網を組み直してコモンモード電流を解析す

ることにより,網全体のコモンモード電流が解析可能

であり,これより全体の磁界分布を求めることが可能

であることが分かった.

なお,一番下の分岐付近における測定値と解析値の

不一致については,給電点に近いことによる影響が考

えられるが,原因の究明は今後の課題である.

5. む す び

屋内配電線から放射される砲界強度を4ポート回路

網により解析する方法について検討を行った.まず,

単位長当りのアドミタンス解析に有限要素法を用い,

解析に必要な比誘電率と誘電正接については線間アド

ミタンスの解析結果と測定結果を比較することにより

求めた.この値を用いて各導体とグラウンド間の単位

長当りの静電容量とコンダクタンスを求め測定値と比

較した結果,両者はよく一致し,従来用いられていた

等価誘電率を用いる方法よりも高い精度で解析可能で

あることが分かった.

次に,長さ4mのケーブルで構成される単純モデ

)i,について,コモンモード入力インピーダンスと放射

磁界強度の解析値と測定値を比較した.コモンモード

入力インピーダンスについては,単位長当りのアドミ

タンスを数値解析により求めた場合,等価誘電率を用

いる方法よりも測定値と解析値の誤差は非常に小さく

なり,高い精度でコモンモード電流を求められること

が分かった.また,磁界強度の測定値と解析値の差は

4dB以内であり,図9に示した1本のケーブルからの

磁界強度についても解析が可能であることが分かった.

最後に,実際の配電系-の通用を想定して四つの分

岐をもつ配電系モデルに本解析手法を通用した.配電

系に接続される公衆配電網や電子機器は測定結果に基

づいて回路網モデルを作成して解析を行った.その結

果,解析値はほほ測定値と一致し,図 11に示した四

つの分岐を有Lかつ電子機器が接続された配電系モデ

ルの場合も,本論文で提案している解析手法が有効で

あることが分かった.

これらの検討により,従来明らかになっていなかっ

た,コモンモード電流の解析値と測定値の偏差の原因

は導体聞及び各導体とグラウンド間のアドミタンスの

解析精度によるものであり,他には大きな要因はない

ことが分かった.また,分岐ごとにコモンモード電流

を求めることにより,分岐のある配電線から放射され

る磁界強度の解析が可能となった.これらの結果は実

際の配電系から放射される磁界強度の解析-の応用が

期待される.

今後の課題として,解析精度の改善と更に複雑な実

際の配電系への適用性検討が考えられる.

謝辞 貴重な助言を頂いた九州工業大学工学部桑原

研究室各位に感謝します.また,本研究は文部科学省

の科研費 (16560341)の助成を得た.

文 献

【1】 http://www･homeplug･com/powerline/

【2]総務省,"高速電力線搬送通信と無線利用の共存について

(i),"http://www.soumu.go.jp/S-news/2005/
051021.html,Oct.2005.

[3] I.C･Richards,"Characteri2;ationofaccessbroad-

bandoverpowerline(BPL)systemsbymeasure一

ments,"2005 1EEE InternationalSymposium on
EMC,pp･982-987,Chicago,Aug･2005.

【4] Y.Watanabe,M･Shigenaga,andM･Tokuda,"Elec-
tromagneticfieldnearpowerlineforapowerline

communicationsystem,"2004Internat.ionalSympo-

sium onEMC,pp.845-848,Sendai,June2004.

[5] M･Rashid,N･Kuwabara,M･Maki,Y･Akiyama,and

H.Yamane,"Evaluationoflongitudinal conversion

loss(LCL)forindoorAC mainsline,"IEEE Inter-
national Symposium onEMC,pp.771-776,Bost.on,

Aug.2003.

【6]神宝照司,西山富朗,前川浩二,石川直己,稲田 学,敬
昌弘,"既設住宅における電力線のLCLとコモンモードイ

ンピーダンスの測定,"信学技報,EMCJ2005-70,April

2005.

[7] Y.KhadourandH･Hirsch,"Reductionoftheradia-

tioninPLCsystemusingahybridfeeding,"ICEMC

2002,pp.161-166,Bankok,July2002･

599



電子情報通信学会論文誌 2007/6VoIJ90-BNo.6

[8]下妻陽介,下塩義文,秋山佳春,桑原伸夫,"電力線搬送

通信信号が誘導によりvDSL通信に与える影響の研究,"

信学論 (B),γolJ89-B,no.4,pp576-584,April2006.

l9] T.Tomlnaga,Y.Akiyama,H Yarnane,and N.

Kuwabara,"Investigationofelectromagneticnoise

transmlSSIOnCharacterlSticsfrom ACmainsportto

telecommunicatlOnport,"Proc.2003IEEE Inteト

nationalSymposium onEMC,pp.505-510,Boston,

Aug 2003･

[10】 玉木寛人,石田康弘,桑原伸夫,"1GH21以上における

UTPケーブルからの放射電磁界解析に対する4ポート

回路網モデル適用性の検討,"信学技報,EMCJ2005-75,

Sept.2005.

[11j溝田清司,牧 昌弘,下塩義文,徳田正風 桑原伸夫,"辛
衡度を考慮した解析法によるツイストペアケーブル放射電

磁界特性,"信学論 (B),γol.J86-B,no4,pp.703-713,

Apri12003

【121 S･FuJ1ishi,N･Kuwabara,andF･Amemiya,"Calcu-

1ationofradiated茄eldfrom UTPcableathighfre-

quencyusing4-portnetworkmodel,"2004EMCEu-
rope,pp.570-575,Elndhoven,Sept.2004.

t13】 C.R.Paul,Analysisofmulti-conductortransmission

lines,JohnWiley良Sons,NewYork,1994

t141 URL･http//www･ansoft.com/maxwellsv/

[15j氏 CrozeandL.Simon(普),林 意- (訳),有線電話

伝送工学線路理論,pp.28-33,学献社,1969.

[16]IEC/CISPR Publication22fifthedition,"Informa-

tiontechnologyequipment-Radiodisturbancechar-
acteristlCS-1lmltSand methodsofmeasurement/'

Aprl12005.

(平成 18年 5月 18El受付,10月 27日再受付)

▲ 盲 ▲

▲iL

三吉 金吾 (学生員)

平 17九工大 ･電気卒.現在,同大大学

院修士課程在学中.屋内配電線から放射さ

れる磁界強度解析法の研究に従事.

桑原 伸夫 (正員)

昭 50静岡大 ･工 ･電子卒.昭 52同大

大学院修士課程了.同年日本電信電話公社

(現 NTT)茨城電気通信研究所入所,以

莱,通信システムの雷防護,光ケーブルの

信頼性評価,通信システムの EMC評価,

EMCにおける光計測技術等に関する研究･

開発に従事.平 13九工大.通信 EMCの教育研究に従事.覗

荏,九工大 ･工 ･教授.博士 (工学).IEEE会員.

600

ループリーダー

秋山 佳春 (正貞)

平 2電通大 ･電気通信卒.同年日本電信

電話 (秩)通信網総合研究所入所,以来,

通信システムのEMC評価対策に関する研

究 .開発に従事.現在環境エネルギー研究

所電磁環境技術グループ主任研究員.

田島 公博 (正員)

昭61熊本大･電子卒.平元同大大学院修

士課程了.同年日本電信電話 (秩)通信網

総合研究所入所.以来,EMC光計測技術,

赤外線応用移動体通信システムの研究開発

等に従事.現在,NTT環境エネルギー研

究所主幹研究員,電磁環境技術グループグ




